
南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

六
五

は
じ
め
に

　
『
太
平
廣
記
』（
以
下
、『
廣
記
』
と
略
稱
す
る
）
は
、
太
平
興
國
二
年
（
九
七
七
）

三
⺼
、
太
宗
皇
帝
の
命
を
受
け
て
李
昉
ら
が
編
纂
し
、
翌
三
年
八
⺼
十
三
日
に
上

表
文
を
提
出
、
二
十
五
日
に
史
館
に
送
ら
れ
て
、
六
年
（
九
八
一
）
正
⺼
敕
命
に

よ
っ
て
版

さ
れ
て
い
る（
１
）。
だ
が
、
後
に
「
學
者
の
急
と
す
る
所
に
非
ず
」
と
の

論
が
出
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、『
廣
記
』
の
板
木
は
囘

さ
れ
、
太
淸
樓
に
保

管
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
王
應
麟
（
一
二
二
三―
一
二
九
六
）
が
、

そ
の

『
玉
海
』
に
お
い
て
、『
宋
會
要
』
を
引
い
て
加
え
た
自
㊟
に
記
し
て
い

る
。
こ
の
王
應
麟
の
見
解
に
よ
っ
て
、
從
來
の
硏
究
で
は
、『
廣
記
』
の
板
木
が

囘

・
保
管
さ
れ
た
の
は
太
宗
の
時
の
こ
と
と
見
な
し
て
、『
廣
記
』
は
あ
ま
り

廣
が
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
き
た（
２
）。

　

し
か
し
實
態
は
こ
れ
と
は

な
り
、
か
つ
て
筆
者
が
報
吿
し
た
よ
う
に（
３
）、
天
聖

年
閒
に
入
り
仁
宗
皇
帝
が
發
し
た
天
聖
三
年
（
一
〇
二
五
）
の
詔
が
誘
因
と
な
っ

て
、『
廣
記
』
は
「
學
者
の
益
に
は
な
ら
な
い
」
と
見
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

そ
こ
で
は
じ
め
て
、
王
應
麟
の
言
う
「
學
者
の
急
と
す
る
所
に
非
ず
」
と
の

論
が
提
出
さ
れ
る
に
至
り
、『
廣
記
』
の
板
木
は
囘

さ
れ
、
太
淸
樓
に
保
管
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
事
情
に
よ
り
、『
廣

記
』
は
一
時
朞
世
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
だ
が
、
元
豐
年
閒
か
ら
元
祐
年

閒
（
一
〇
七
八―

一
〇
九
三
）
に
か
け
て
、『
廣
記
』
に
取
材
し
た
記
事
が
個
人
の

詩
文
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
再
び
、『
廣
記
』
は
利
用
さ
れ
始
め
る
。
だ

が
、
そ
の
利
用
の
し
か
た
に
は
變
化
が
見
ら
れ
、『
廣
記
』
を
讀
み
物
と
し
て
受

容
し
て
い
る
例
が
認
め
ら
れ
た
。

　

南
宋
朞
に
入
る
と
、
拙
稿
「
北
宋
末
朞
か
ら
南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』

の
受
容
形
態
」（
以
下
、
歬
稿
と
稱
す
る（
４
））
に
お
い
て
論
じ
た
よ
う
に
、『
廣
記
』
に

取
材
し
た
書
物
は
增
加
の
一
途
を
た
ど
り
、
管
見
の
限
り
で
は
六
十
八
種
（
本
論

文
末
尾
の
別
表
を
參
照
）
と
、
北
宋
朞
に
見
ら
れ
た
十
種
に
比
べ
、
飛
躍
的
に
增

大
す
る
。
さ
ら
に
、『
廣
記
』
に
言
及
し
た
書
物
が
增
加
す
る
一
方
で
、
詩
文
の

典
故
と
し
て
『
廣
記
』
が
使
わ
れ
る
例
は
、
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
く
な
り
、『
廣

記
』
が
讀
み
物
と
し
て
受
容
さ
れ
、
急
速
に
普
及
・
擴
大
し
て
い
る
狀
況
が
窺
え

た
。
北
宋
朞
に
お
い
て
、『
廣
記
』
が
一
時
朞
世
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

を
勘
案
し
て
も
、
南
宋
朞
に
見
ら
れ
る
『
廣
記
』
受
容
の
增
大
は
、
あ
ま
り
に
急

激
な
動
き
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
、『
廣
記
』
受
容
の
擴
大
を
促
し
た
要
因
は
何
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

�

西
尾
和
子
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六
六

歬
稿
で
は
、
北
宋
末
か
ら
南
宋
に
か
け
て
『
廣
記
』
が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て

い
た
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
、
洪

・
洪
㊜
・
周
必
大
・
陸
游
・
施
宿
ら
を
取

り
あ
げ
、
人
的
つ
な
が
り
の
中
で
『
廣
記
』
が
受
容
さ
れ
て
い
る
現
象
を
示
し

た
。
と
り
わ
け
、
洪

の

『
夷
堅
志
』
が
世
に
行
わ
れ
た
當
時
（
紹
興
十
二
年

〔
一
一
四
二
〕
頃
）
か
ら
、
怪

や

事
な
ど
の
內
容
を
記
し
た
書
物
を
求
め
る
風

潮
が
士
大
夫
層
の
土
壤
に
あ
り
、
こ
う
し
た
環

こ
そ
が
、『
廣
記
』
が
廣
く
受

容
さ
れ
た
一
つ
の
要
因
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
指

し
た
。

　

た
だ
、
こ
の
よ
う
な
環

的
な
狀
況
だ
け
に
『
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
を
求

め
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
歬
稿
で
得
ら
れ
た
結
果
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
よ
り
直

的
な
原
因
と
し
て
想
定
し
得
る
要
素
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、
南
宋
朞
に
お
け
る
刊

事
業
を
行
っ
て
い
た
地
域
と

『
廣
記
』

傳
の
關
係

　

南
宋
朞
に
お
い
て
『
廣
記
』
に
言
及
し
た
書
物
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
中
で

も
、
地
方
志
が
『
廣
記
』
に
取
材
し
て
い
る
こ
と
は
、
北
宋
朞
で
は
見
ら
れ
な
か

っ
た
新
た
な
動
き
で
あ
る
。

　

地
方
志
は
、
あ
る
地
域
の
沿
革
・
地
理
・
風
俗
・
人
物
な
ど
を
記
し
た
地
理
書

で
あ
る
。
南
宋
朞
に
多
く
の
地
方
志
が
編
ま
れ
た
の
に
は
、
主
に
二
つ
の
要
因
が

あ
る
と
さ
れ
る（
５
）。
一
つ
は
、
北
宋
と

な
っ
て
、
南
宋
で
は
金
の
征
服
に
よ
り

北
地
域
を
失
っ
て
い
る
こ
と
か
ら

治

配
が

南
地
域
に
偏
在
し
て
お
り
、
地

方
行
政
と
中
央
行
政
の
地
理
的
距
離
が
比
較
的
近
い
た
め
、
中
國
全
土
を
對
象
と

す
る
總
志
よ
り
も
、
地
域
に

し
た
地
方
志
が
多
く
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
、
も
う
一
つ
は
、
北
宋
末
朞
に
起
き
た
方
臘
の
亂
（
一
一
二
〇
～
一
一
二
一
）
や

金
軍
の
侵
攻
に
よ
り
、
多
く
の
㊮
料
が
失
わ
れ
た
た
め
に
、
在
野
に
所

さ
れ
て

い
る
㊮
料
を
求
め
る
必
要
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
因
る
。
こ
う
し
た
地
域
に

し
た

〈表 1〉



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

六
七

地
方
志
に
『
廣
記
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
廣
記
』
が
中

央
だ
け
で
な
く
、
地
方
に
ま
で
も
廣
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。

　
『
廣
記
』
に
取
材
し
た
南
宋
朞
の
地
方
志
に
は
、
歬
稿
で
示
し
た

施
宿
『
嘉
泰
會
稽
志
』
の
ほ
か
に
、
羅
願
『
新
安
志
』・
談
鑰
『
嘉

泰
吳
興
志
』・
盧
憲
『
嘉
定
鎭
江
志
』・
羅
濬
『
寶
慶
四
朙
志
』・
周

應
合
『
景
定
建
康
志
』
の
五
種
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
、
總
志
で
あ

る
祝
穆
『
方
輿
勝
覽
』
に
も
、『
廣
記
』
が
用
い
ら
れ
て
い
る
〈
表
１
〉。
そ

れ
ぞ
れ
が
對
象
と
し
て
い
る
地
域
を
見
て
み
る
と
、
兩
浙
西
路
・

兩
浙
東
路
・
江
南
東
路
の
三
路
に
わ
た
っ
て
お
り
、
首
都
・
臨
安

府
の
み
な
ら
ず
、『
廣
記
』
が
地
方
に
ま
で
普
及
し
て
い
る

子
が

見
て
と
れ
よ
う
。

（
1
）
刊

事
業
を
行
っ
て
い
た
地
域

　

と
こ
ろ
で
、『
廣
記
』
の
存
在
や
そ
の
內
容
が
廣
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
出
版
に
よ
る
傳
播
と
い
う
要
素
が
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
テ
キ
ス
ト
が
廣
く
普
及
す

る
に
は
、
宋
代
以
降
で
あ
れ
ば
、
木
版
印
刷
術
が
重
要
な
要
件
と

な
り
得
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
南
宋
朞
に
刊

事
業
を
擔
っ
て
い
た

地
域
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
場
合
、
そ
の
分
布
に
傾
向
性
が
存
在

す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

次
に
揭
げ
る
〈
表
2
〉
は
、
南
宋
朞
に
刊

事
業
を
行
っ
て
い

た
地
域
の
一
覽
で
あ
る（
６
）。

〈表２〉
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六
八

あ
が
り
、
士
大
夫
ら
が
こ
れ
を
傳
え
、
今
は
閩
〔
現
福
建
省
〕
に
お
い
て
、
蜀
〔
現
四
川

省
〕
に
お
い
て
、
婺
〔
現
浙
江
省
〕
に
お
い
て
、
臨
安
〔
現
浙
江
省
〕
に
お
い
て
板
木
が

さ
れ
、
お
そ
ら
く
ど
の
家
に
も
そ
の
書
が
あ
る
だ
ろ
う
）」
と
、
述
べ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、『
夷
堅
志
』
に
は
多
く
の

本
が
あ
り
、『
夷
堅
志
』
執
筆
中
か
ら
す
で

に
人
氣
を
博
し
、
各
地
で
廣
く
普
及
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
洪

は
、

同
じ
く
夷
堅
乙
志
の
序
文
で
、「（
乾
衟
）
八
年
夏
五
⺼
。
以
會
稽
本
別

於

。

去
五
事
。
易
二
事
。
其
它
亦
頗
㊒
改
定
處
。
淳
熙
七
年
七
⺼

於
建
安
。（
八

年
〔
一
一
七
二
〕
夏
五
⺼
。
會
稽
本
を
底
本
と
し
て
校
訂
を
行
い

州
で
刊

し
た
。
五

項
目
を
除
い
て
、
二
項
目
を
換
え
た
。
そ
の
他
に
も
ず
い
ぶ
ん
と
修
正
す
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
。
淳
熙
七
年
〔
一
一
八
〇
〕
七
⺼
に
ま
た
〔
夷
堅
乙
志
を
〕
建
安
で

し
た
）」
と
、

自
分
で
二
度
刊

し
た
と
記
し
て
い
る（
８
）。
こ
の
記
述
か
ら
、
洪

は
知

州
の

に
あ
っ
た
乾
衟
八
年
に

州
で
一
度
印
刷
し
、
淳
熙
七
年
に
は
知
建
寧
在
任
中
に

建
安
で
二
度
目
の
印
刷
を
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る（
９
）。

　

ま
た
、
隨
筆
集
『
容
齋
隨
筆
』
は
、
淳
熙
七
年
に
婺
州
で

さ
れ
て
い
る
。
た

だ
、
淳
熙
七
年
秋
に
は
知
建
寧
の

を
辭
め
て
お
り（
（（
（

、『
容
齋
隨
筆
』
卷
一
の
序

文
で
「
予
老
去
習
懶
（
私
は
年
老
い
て
無
精
に
慣
れ
て
し
ま
っ
た
）」
と
述
べ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
も
し
か
す
る
と
、『
容
齋
隨
筆
』
は
、
在
任
中
に
印
刷
を
行
っ
た
の

で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

洪
㊜
の
『
盤
洲
文
集
』
に
は
、
周
必
大
に
よ
る
神
衟
碑
が
附
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
周
必
大
は
、「
其
論

爲
四
方
傳
誦
、
㊒
盤
洲
文
集
八
十
卷
（
そ
の
論

は

各
地
で
傳
誦
さ
れ
た
、
盤
洲
文
集
八
十
卷
が
㊒
る
）」
と
記
し
て
お
り
、
陳
振
孫
の
『
直

齋
書
錄
解
題
』
で
も
八
十
卷
本
と
し
て

錄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
宋
當
時

か
ら
大
い
に
世
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る（

（（
（

。
洪
㊜
自
身
が
こ
の
書

を

し
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
朙
末
淸
初
の

書
家
・
毛
晉
の
書
庫
で
あ
る

汲
古
閣
に
宋

本
を
寫
し
た
も
の
が
所

さ
れ
て
い
た（

（（
（

。
ま
た
、
淸
末
か
ら
民
國

表
に
示
し
た
通
り
、
南
宋
朞
に
印
刷
を
行
っ
て
い
た
主
な
地
域
は
、
浙
江
・
福

建
・
四
川
・
江
西
地
區
と
各
地
方
に
分
布
し
て
い
る
。
上
述
の
地
方
志
お
よ
び
總

志
が
對
象
と
し
て
い
る
地
域
に
は
、「
＊
」
印
を
つ
け
て
あ
ら
わ
し
た
（
▲
印
に
つ

い
て
は
後
述
す
る
）。

　
「
＊
」
印
を
つ
け
た
、
そ
の

當
地
區
に
目
を
や
る
と
、
首
都
圈
（
臨
安
府
）
を

中
心
に
近
郊
都
市
に
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
實
態

は
、
印
刷
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
地
域
で
、
と
り
わ
け
兩
浙
地
域
で
『
廣
記
』
の

受
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
現
存
す
る
宋

代
の
地
方
志
の
七
割
が
兩
浙
地
域
の
も
の
で
あ
る
以
上（
７
）、
両
浙
地
域
に
多
く
の
例

が
認
め
ら
れ
る
の
は
當
然
と
も
言
え
る
が
、
そ
れ
以
外
の
地
域
で
は
江
南
東
路
の

み
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
㊟
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

（
2
）

人
の
私

　

次
に
、『
廣
記
』
の
記
事
に
言
及
し
て
い
る
書
物
は
、
地
方
志
の
ほ
か
に
、
文

人
個
人
の
書
物
に
も
そ
の
形
跡
が
窺
え
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
本
節
で
は
、

歬
稿
で
す
で
に
檢
證
し
た
、
洪

『
夷
堅
志
』・『
容
齋
隨
筆
』、
洪
㊜
『
盤
洲
文

集
』、
周
必
大
『
周
益
文
忠
公
集
』、
陸
游
『
老
學
庵
筆
記
』
を
取
り
あ
げ
る
。
こ

こ
で
㊟
目
す
べ
き
は
、
こ
れ
ら
の
書
物
は
、
地
方
志
と
同

に
『
廣
記
』
の
記
事

に
言
及
し
て
い
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
多
く
が
兩
浙
地
域
で
印
刷
・
出
版

が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
點
で
あ
る
。
こ
れ
ら
『
廣
記
』
に
觸
れ
て
い
る
書
物
を

含
め
て
、
彼
ら
の
印
刷
・
出
版
狀
況
を
し
ば
し
追
い
た
い
。

　

ま
ず
、
洪

の

『
夷
堅
志
』
は
、
各
卷
の
成
立
時
朞
は

な
り
、
で
き
た
も

の
か
ら
出
版
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
洪

は
、『
夷
堅
志
』
の
夷
堅
乙
志
序
で
夷

堅
甲
志
の

版
の
經
緯
に
つ
い
て
、「
夷
堅
初
志
成
、
士
大
夫
或
傳
之
、
今
鏤
板

於
閩
、
於
蜀
、
於
婺
、
於
臨
安
、

家
㊒
其
書
。（
夷
堅
初
志
〔
夷
堅
甲
志
〕
が
で
き



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

六
九

一
千
卷
。
今
二
書
閩
・
蜀
已
刋
、
惟
『
文

』、
士
大
夫
家
絕
無
而
僅
㊒
。

（
詔
し
て
三
大
書
を
修
め
さ
せ
た
、
一
つ
は
『
太
平

覽
』
と
い
い
、
一
つ
は
『
册
府
元

龜
』
と
い
い
、
一
つ
は
『
文

』
と
い
う
、
各
々
一
千
卷
で
あ
る
。
現
在
、『
太
平

覽
』
と
『
册
府
元
龜
』
の
二
書
は
閩
〔
福
建
〕
と
蜀
〔
四
川
〕
で
す
で
に
刊
行
さ
れ
て
い

る
が
、
た
だ
『
文

』
だ
け
は
、
士
大
夫
の
家
に
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
）」
と
し

て
、
胡
柯
（
生
沒
年
不
詳
。
字
は
伯
信
、
吉
州
の
人
）
と
彭
叔
夏
（
生
沒
年
不
詳
。
字

は
淸
卿
、
廬
陵
の
人
）
と
共
に
校
勘
を
行
っ
て
、
嘉
泰
元
年
（
一
二
〇
一
）
か
ら
四

年
（
一
二
〇
四
）
に
か
け
て
、『
文

』
の
板
木
を
吉
州
（
現
江
西
省
吉
安
）
で

し
て
い
る（
（（
（

。
周
必
大
は
、『
文

』
の
刊
本
が
で
き
あ
が
っ
た
二
ヶ
⺼
後

に
亡
く
な
っ
て
お
り
、
周
必
大
の
遺
稿
は
、
息
子
の
綸
に
よ
っ
て
『
周
益
文
忠
公

集
』
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
開
禧
元
年
（
一
二
〇
五
）
に
書
か
れ

た
陸
游
の
序
文
が
附
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
開
禧
二
年
の
宋
刊
本
が
靜
嘉
堂
文
庫

に
所

さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

陸
游
も
ま
た
自
身
で
印
刷
し
て
お
り
、
十
數
種
類
の
書
物
を

し
た
と
言
わ
れ

て
い
る（

（（
（

。『
廣
記
』
に
言
及
し
て
い
る
『
老
學
庵
筆
記
』
は
、
陸
游
の
第
六
子
の

子
遹
に
よ
っ
て
、
紹
定
元
年
（
一
二
二
八
）
に
嚴
州
（
現
浙
江
建
德
）
で

版
さ
れ

て
い
る
。
陸
游
自
身
が
印
刷
し
た
書
物
に
は
、
自
選
の
詩
集
『
劍
南
詩
稿
』
と

『
續
稿
』
を
編
集
し
直
し
て
『
新
刊
劍
南
詩
稿
』
二
十
卷
と
し
た
も
の
が
あ
る
。

陸
游
は
、
淳
熙
十
四
年
（
一
一
八
七
）
に
こ
れ
を
知
嚴
州
の

に
あ
っ
た
と
き
に

嚴
州
で
印
刷
・
出
版
し
て
い
る
。
ま
た
、
陸
游
の
長
男
・
子

と
第
六
子
の
子
遹

も
印
刷
を
行
っ
て
い
る
。
長
男
の
子

は
、
假
守
九
江
（
現
江
西
省
九
江
の
臨
時
長

官
）
で
あ
っ
た
と
き
に
、
父
・
陸
游
の
詩
を
ま
と
め
た
八
十
五
卷
本
の
『
劍
南
詩

稿
』（
附
『
遺
稿
』）
を

し
て
い
る
。
弟
の
子
遹
は
、
知
嚴
州
の

に
あ
っ
た
と

き
、
兄
の
子

と
同

に
父
の
詩
を
全
て

め
た
『
劍
南
續
稿
』
六
十
七
卷
を

し
た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
傳
わ
ら
な
い（
（（
（

。

初
朞
に
か
け
て
の

書
家
・
傅
增
湘
の

書
目
錄
『

園
群
書
經
眼
錄
』
に
は
、

八
十
卷
・
宋
蜀
中
刊
本
と

錄
さ
れ
て
お
り（
（（
（

、
現
在
に
傳
わ
る
。

　

洪
㊜
自
身
が
印
刷
し
た
書
と
し
て
は
、
知
紹
興
府
在
任
中
の
乾
衟
三
年

（
一
一
六
七
）
に
自
身
の

で
あ
る
『
隸
釋
』
を
越
州
で

版
し
て
い
る（

（（
（

。
そ
の
他

で
は
、
紹
興
二
十
九
年
か
ら
三
年
閒
（
一
一
五
九
～
一
一
六
一
）
知
徽
州
の

に
あ

っ
た
こ
ろ
、
父
・
洪
皓
の
遺
稿
を
集
め
て
十
卷
と
し
『
鄱
陽
集
』
を
出
版
し
て

い
る（

（（
（

。
ま
た
、
同
じ
く
父
の

で
あ
る
『
松

紀
聞
』
を
、
洪
㊜
は
正
と
副
に

分
け
て
、
正
を
徽
州
の
歙
縣
で

版
し
、
さ
ら
に
知
紹
興
府
の
時
（
一
一
六
六
～

一
一
六
八
）
に
、
越
州
（
紹
興
府
）
で
も
版

し
て
い
る
。
副
の
ほ
う
は
、
弟
の
遵

が
建
康
（
現
江

省
南
京
）
に
知
事
と
し
て
來
た
と
き
に
、
建
康
府
で

版
し
た

と
い
う（

（（
（

。

　

周
必
大
も
自
分
で
印
刷
・
出
版
を
し
て
い
た
文
人
の
一
人
で
、『
歐
陽
文
忠
公

集
』
と
『
文

』
を
刊
行
し
て
い
る
。
だ
が
、
周
必
大
の
場
合
は
、
洪

や

洪
㊜
と

な
り
、
在
任
中
に
印
刷
を
行
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
丞
相
の

を
解
か
れ
た
の
ち
私
的
に
刊

し
て
い
た
よ
う
だ（

（（
（

。『
文

』
は
、『
太
平

覽
』
お
よ
び
『
廣
記
』
の
編
纂
官
で
も
あ
っ
た
李
昉
・
扈

・
徐
鉉
ら
が
太
宗
の

敕
命
を
奉
じ
て
、
太
平
興
国
七
年
（
九
八
二
）
か
ら
雍
熙
四
年
（
九
八
七
）
に
か
け

て
編
纂
し
た
も
の
で
、
全
一
千
卷
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
で
あ
る
。『
宋
會
要
輯
稿
』

の
記
錄
に
據
る
と（
（（
（

、
眞
宗
・
景
德
四
年
（
一
〇
〇
七
）
に
、
李
善
㊟
『
文
選
』
と

と
も
に
『
文

』
の
校
定
作
業
が
行
わ
れ
て
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
の
だ
が
、

し
ば
ら
く
し
て
、
王
宮
の
失
火
に
よ
り
、『
文
選
』
と
『
文

』
の
二
書
と

も
板
木
が
燃
え
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
記
載
以
降
、
周
必
大
が
刊

す
る
ま

で
、『
文

』
が
刊
行
さ
れ
た
記
錄
は
見
ら
れ
な
い
。
周
必
大
は
、「
文

序
」
で
『
文

』
を
刊

し
た
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る（
（（
（

。

「
詔
修
三
大
書
、
曰
『
太
平

覽
』、
曰
『
册
府
元
龜
』、
曰
『
文

』、
各
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第
六
十
六
集

七
〇

か
か
る
費
用
は
、
兩
浙
地
域
の
公
費
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
南
宋
朞
に
な
る
と
、
印
刷
事
業
も
發
逹
し
、
民
閒
の
出
版
業
者
（
書

坊
）
も
存
在
し
た
と
い
う
か
ら
、
多
く
の
書
物
が
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
か
に
思
わ

れ
る
が
、
宋
代
に
印
刷
さ
れ
た
と
さ
れ
る
出
版
物
を
見
て
み
る
と
、
佛
典
な
ど
の

宗
敎
書
の
ほ
か
に
、
四
書
五
經
な
ど
の
書
、
醫
學
書
や
農
業
書
、
お
よ
び
科
擧
受

驗
の
參
考
書
な
ど
の
實
用
的
な
書
物
が
主

で
、
そ
の
ほ
か
で
は
、

名
な
文
人

の
詩
文
集
な
ど
が
㊒
力
な
地
方
官
や
豪
商
ら
の
援
助
を
得
て
出
版
さ
れ
た
に
過
ぎ

な
い
。
例
え
ば
、
上
述
し
た
『
新
安
志
』
は
、
通

（
州
知
事
の
補
佐
官
）
だ
っ
た

羅
願
が
、
知
州
の
趙
不
悔
の
援
助
に
よ
っ
て
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
洪

㊜
・
洪

・
陸
游
の
場
合
は
、
知
事
と
し
て
在
任
中
に
印
刷
を
行
っ
て
お
り
、
私

で
は
あ
る
が
、
官

の
性
格
も
併
せ
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
洪

が
詳
細
に
述
べ
て
い
る（

（（
（

。

　

洪

『

首
唐
人
絕
句
』「
重

宮
投
進
劄
子
」

　

臣
頃
歲
備
數
禁
廷
得
侍
淸
閒
之
燕
、
因
及
手
寫
唐
人
絕
句
詩
。（
略
）
是

時
纔
㊒
五
十
四
卷
。
去
年
守
越
、
嘗
於
公
庫
鏤
板
。
未
及
了
畢
、
奉
祠
西

歸
。
家
居
無
事
、

復
搜
討
文
集
、

及
傳
記
小
說
、
遂
得
滿

首
、
分
爲

百
卷
。
輙
以
私
錢
雇
工
、

續
雕

、
今
已
成
書
。（
略
）
貼
黃
上
件
詩
集

七
言
二
十
六
卷
以
歬
、
五
言
二
十
卷
以
歬
、
係
紹
興
府
所

。
臣
臨
行
時
倉

卒
印
造
、
紙
劄
多
不
精
。
續
後
點
檢
得
㊒
錯
誤
處
、
只
用
雌
黃
塗
改
。
今
來

無
由
别
行
修
換
、
以
之
進

、
實
爲
不
謹
。

　

わ
た
く
し
は
、
近
ご
ろ
宮
中
に
勤
め
る
は
し
く
れ
と
な
り
、
宮
中
の
宴
に

參
加
す
る
機
會
を
得
ま
し
た
の
で
、『
唐
人
絕
句
詩
』
を
自
ら
書
き
寫
す
に

い
た
り
ま
し
た
。（
略
）
こ
の
時
は
わ
ず
か
に
五
十
四
卷
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

去
年
、
越
州
（
紹
興
府
）
の
長
官
に
赴
任
い
た
し
ま
し
た
折
、
公
金
で

版

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
だ
仕
上
が
ら
な
い
ま
ま
に
奉
祠
の

　

さ
て
、
洪

・
洪
㊜
・
周
必
大
・
陸
游
が
『
廣
記
』
の
記
事
に
言
及
し
て
い
る

書
物
を
印
刷
し
た
地
域
ご
と
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
先
に
示
し
た

〈
表
2
〉
に
は
、「
▲
」
印
を
つ
け
て
あ
ら
わ
し
た
。
洪

の
『
夷
堅
志
』
は
、
各

地
で
印
刷
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
洪

自
身
が
印
刷
を
行
っ
た
の
は
、
江
南
西

路
（

州
）
と
福
建
路
（
建
安
）
で
あ
る
。『
容
齋
隨
筆
』
の
刊
行
は
、
兩
浙
東
路

（
婺
州
）
で
行
っ
て
い
る
。
洪
㊜
の
『
盤
洲
文
集
』
に
は
、
蜀
中
刊
本
が
傳
わ
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
成
都
府
路
（
成
都
府
、
眉
山
）
で
印
刷
を
行
っ
た

の
だ
ろ
う
。
周
必
大
の
『
周
益
文
忠
公
集
』
が
ど
こ
で
印
刷
さ
れ
た
の
か
は
不
朙

で
あ
る
が
、『
文

』
お
よ
び
『
歐
陽
文
忠
公
集
』
が
吉
州
で
印
刷
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
、『
周
益
文
忠
公
集
』
も
江
南
西
路
の
吉
州
で
印
刷

さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
陸
游
の
『
老
學
庵
筆
記
』
は
、
陸
游
自
身
で

は
な
い
が
、
息
子
の
子
遹
が
兩
浙
西
路
（
嚴
州
）
で
印
刷
し
て
い
る
。

（
3
）『
廣
記
』
の
印
刷
・
刊
行
に
お
け
る
轉
運
司
關
與
の
可
能
性

　

こ
れ
ま
で
、
洪

や
陸
游
ら
文
人
逹
が
、『
廣
記
』
の
記
事
に
觸
れ
て
い
る
書

物
を
含
め
て
、
印
刷
・
出
版
を
行
っ
て
い
た
の
は
ど
の
地
域
で
あ
っ
た
か
を
確
認

し
て
き
た
。
い
ず
れ
に
見
ら
れ
た
地
域
も
、
印
刷
事
業
の
盛
ん
な
と
こ
ろ
だ
が
、

槪
ね
、
二
つ
の
地
域
に
大
別
で
き
る
。
兩
浙
地
域
と
四
川
地
域
で
あ
る
。
こ
の
結

果
に
、
歬
項
で
指

し
た
、『
廣
記
』
の
記
事
を
採
錄
し
て
い
る
地
方
志
お
よ
び

總
志
が
對
象
に
し
て
い
る
地
域
（「
＊
」
印
）
と
、
文
人
ら
が
『
廣
記
』
に
言
及
し

て
い
る
書
物
を
印
刷
し
た
地
域
（「
▲
」
印
）
を
重
ね
あ
わ
せ
て
み
る
と
、
た
と
え

現
存
す
る
地
方
志
の
多
く
が
兩
浙
地
域
の
も
の
で
あ
る
と
は
い
え
、
ほ
か
の
地
域

よ
り
も
兩
浙
地
域
が
優
位
に
な
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
實
態
は
、
南
宋
朞
に
お
け
る

『
廣
記
』
受
容
が
兩
浙
地
域
で
顯

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

し
か
も
、
こ
れ
ま
で
に
見
て
き
た
洪

や
陸
游
ら
文
人
個
人
の
印
刷
・
出
版
に



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

七
一

刊
記
が
、『
漢
書
』・『
後
漢
書
』
に
は
、
兩
淮
江
東
轉
運
司
の
刊
記
が
あ
る（
（（
（

。
こ

れ
ま
で
に
見
て
き
た
と
お
り
、
南
宋
朞
に
お
い
て
、『
廣
記
』
の
記
事
を
受
容
し

て
い
る
書
物
が
印
刷
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、
兩
浙
地
域
に
お
い
て
顯

で
あ
っ
た
。

こ
の
兩
浙
地
域
一
帶
の
財
政
を
掌
っ
て
い
た
の
は
、
兩
浙
轉
運
司
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
點
か
ら
考
え
て
、
兩
浙
轉
運
司
が
『
廣
記
』
の
印
刷
・
刊
行
に
何
ら
か
の
形

で
關
與
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
で
は
、
兩
浙
轉
運
司
は
、『
廣
記
』
の

印
刷
・
刊
行
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
擔
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

二
、『
廣
記
』
受
容
擴
大
の
契
⺇

　

王
應
麟
が
『
玉
海
』
で
記
し
て
い
る
『
廣
記
』
の
版
木
が
保
管
さ
れ
た
と
い
う

太
淸
樓
は
、
太
宗
に
よ
っ
て
太
平
興
國
四
年
（
九
七
九
）
に
建
て
ら
れ
た
書
庫
の

一
つ
で
、
太
宗

製
の
墨
跡
や
石
本
・
卷
軸
・
四

群
書
の
副
本
が

さ
れ
て

い
た（
（（
（

。
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）、
元
儼
宮
の
失
火
で
崇
文
院
が
延
燒
し
た
際

に
、
崇
文
院
で

さ
れ
て
い
る
書
物
の
多
く
が
燒
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
太

淸
樓
の
書
物
を
借
り
て
補
寫
作
業
を
行
っ
た
と
い
う
記
錄
が
見
ら
れ
る（

（（
（

。
こ
の

時
、
太
淸
樓
の
書
物
に
は
多
く
汚
損
が
あ
り
、
補
寫
作
業
と
は
別
に
補
繕
作
業
も

行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
太
淸
樓
で
は
宴
射
が
催
さ
れ
て
い
た
と
い
う
記
述
も
あ

り
、
宴
射
の
折
、
群
臣
に

物
が
展
覽
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（
（（
（

。
こ
の
よ
う

に
、
太
淸
樓
に
關
す
る
記
錄
は
、
北
宋
朞
を
通
し
て
散
見
さ
れ
る
が
、
靖
康
二

年
、
金
軍
に
よ
っ
て
太
淸
樓
・
祕
閣
・
三
舘
の
書
物
な
ど
が
奪
い
去
ら
れ
た
と
い

う
記
錄（
（（
（

を
最
後
に
、
南
宋
朞
に
入
る
と
、
太
淸
樓
に
關
す
る
記
述
は
見
ら
れ
な
く

な
る
。
お
そ
ら
く
、
太
淸
樓
は
、
北
宋
滅
亡
の
後
、
南
宋
で
新
た
に
建
て
直
さ
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

南
宋
に
入
り
紹
興
の
和
議
（
一
一
四
二
）
が
成
立
し
、
政
局
が
安
定
し
始
め
た

頃
の
こ
と
、『
廣
記
』
の
版
木
が
祕
書
省
の
印
刷
室
に

め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

（
病
氣
や
老
年
に
よ
り
退

し
た
者
に
宮

に
仕
え
る

〔
實
質
的
に
は
俸
給
を
受
け

る
の
み
で
、
實
際
の
業
務
は
な
い
〕
を
與
え
て
官
俸
を

給
し
餘
生
を
送
ら
せ
た
）

を
い
た
だ
い
て
退

し
、
そ
う
い
う
こ
と
で
歸
省
い
た
し
ま
し
た
。
家
に
居

て
も
す
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
文
集
を
丹
念
に
見
て
、
傳
記
小
說
ま
で
讀
み

ま
し
た
、
そ
れ
で

首
に
逹
し
得
、
百
卷
と
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、

身
錢
で

工
を
雇
っ
て
彫
ら
せ
て
、
續
け
て
ず
っ
と
彫
り
、
た
だ
今
書
が
で

き
あ
が
り
ま
し
た
。（
略
）
以
上
の
黃
紙
に
印
刷
い
た
し
ま
し
た
詩
集
七
言
・

二
十
六
卷
以
歬
、
五
言
・
二
十
卷
以
歬
は
、
紹
興
府
で
彫
っ
た
も
の
で
す
。

わ
た
く
し
が
、
出
發
す
る
と
き
に

て
て
印
刷
し
ま
し
た
し
、
紙
質
も
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
閒
違
え
て
い
る
と
こ
ろ
に
つ
い

て
は
、
石
黃
汁
を
塗
っ
て
修
正
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
と
な
っ

て
は
、
彫
り
直
し
て
（
こ
れ
に
）
換
え
て
お
渡
し
す
る
術
も
な
く
、
こ
の
ま

ま
謹
ん
で
奉
呈
い
た
し
ま
す
。
誠
に
不
謹
の
極
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

洪

は
、
自
選
の
詩
集
を
公
費
で
印
刷
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
途
中
で
退

し
た
の
で
完
成
さ
せ
ら
れ
ず
、
殘
り
は
自
費
出
版
し
て
い
る
。
こ
の
記
述
か

ら
、
在
任
中
は
た
と
え
自
選
の
書
を
印
刷
す
る
の
で
あ
っ
て
も
、
公
費
で
印
刷
で

き
る
こ
と
が
分
か
る
。
だ
が
、
官

に
就
い
て
い
な
い
場
合
、
自
費
で
刊

し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
洪
㊜
や
陸
游
が
自
身
の

を
在
任
中
に
印
刷
し
た
際
も
同
じ
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

な
ら
ば
、
印
刷
に
か
か
る
費
用
に
公
費
が

て
ら
れ
て
い
た
と
す
る
と
、
そ
の

費
用
は
諸
路
・
諸
府
・
諸
州
の
經
費
か
ら

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
諸

路
管
鎋
下
の
財
政
を
掌
っ
て
い
た
の
は
、
諸
路
轉
運
司
で
あ
る
。
諸
路
の
轉
運
司

は
、
管
鎋
下
の
財
政
を
掌
っ
て
お
り
、
實
際
に
、
大
き
な

限
を
㊒
し
て
い
た
よ

う
で
あ
る（
（（
（

。
ま
た
、
轉
運
司
は
印
刷
・
刊
行
に
か
か
る
費
用
も
負
擔
し
て
お
り
、

た
と
え
ば
、
紹
興
年
閒
に

さ
れ
た
官

本
『
史
記
』
に
は
、
淮
南
路
轉
運
司
の



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

七
二

で
、『
廣
記
』
版
木
が
祕
書
省
に

め
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
、
お
お
む
ね
問
題

な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
祕
書
省
の
新
省
舍
に

め
ら
れ
て
い
た
『
廣
記
』
の
板

木
が
、
太
淸
樓
に
保
管
さ
れ
た
と
さ
れ
る
板
木
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
い
う

確
證
は
な
い
。
し
か
し
、『
廣
記
』
五
百
卷
が
太
宗
の
命
に
よ
り
太
平
興
國
六
年

（
九
八
一
）
正
⺼
に
版

・
頒
布
さ
れ
て
以
降
、
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
と
い
う
記

錄
や
、
新
た
に
板
木
が
彫
ら
れ
た
と
い
う
記
錄
も
殘
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

『
廣
記
』
の
板
木
は
、
太
淸
樓
に
保
管
さ
れ
た
の
ち
、
ど
う
い
う
經
緯
で
祕
書
省

に

め
ら
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
新
省
舍
の
印
刷
室
に

さ
れ
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
祕
書
省
に
は
『
廣
記
』
の
版
木
が

さ
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

す
で
に
『
廣
記
』
が
印
刷
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る（
（（
（

。

　
『
南
宋
館
閣
錄
』
卷
六
、
故
實

　

暴
書
會
（
略
）
二
十
九
年
閏
六
⺼
、詔
歲
賜
錢
一
千
貫
、付
本
省
自
行
排
辦
。

（
略
）
是
日
、
祕
閣
下
設
方
桌
、
列

書
・
圖
畫
。（
略
）
早
⻝
五
品
、
午
會

、晚
⻝
七
品
。
分
送
書
籍
『
太
平
廣
記
』・『
春
秋
左
氏
傳
』
各
一

、「
祕

閣
」・「
石
渠
」
碑
二
本
、
不
至
者
亦
送
。
兩
浙
轉
運
司
計
置
碑
石
、
刋
預
會

者
名
銜
。

　

暴
書
會
に
つ
い
て
（
略
）
二
十
九
年
閏
六
⺼
、
歲
費
一
千
貫
を

給
す
る

の
で
、
祕
書
省
で
準
備
を
す
る
よ
う
詔
し
た
。（
略
）
こ
の
日
、
祕
閣
に
は

長
机
が
設
置
さ
れ
、
書
お
よ
び
圖
畫
が
竝
べ
ら
れ
た
。（
略
）
朝
⻝
に
五
品
、

お
昼
に
は

、夕
⻝
に
は
七
品（
が
振
る
舞
わ
れ
た
）。
そ
の
ほ
か
、書
籍『
太

平
廣
記
』
お
よ
び
『
春
秋
左
氏
傳
』
各
々
一

、な
ら
び
に
「
祕
閣
」・「
石
渠
」

の
碑
拓
二
本
が
贈
ら
れ
、參
加
し
な
か
っ
た
者
に
も
（
こ
れ
ら
が
）
贈
ら
れ
た
。

兩
浙
轉
運
司
は
、
碑
石
の
建
立
費
用
を
計
算
し
て
（
碑
を
）
設
置
し
、（
そ
う

し
て
）
參
加
者
の
名
簿
が
（
碑
に
）

ま
れ
た
。

記
事
が
見
ら
れ
る（
（（
（

。

　
『
南
宋
館
閣
錄
』
卷
二
「
省
舍
」

　

紹
興
十
三
年
十
二
⺼
、
詔
兩
浙
轉
運
司
建
祕
書
省
。
十
四
年
六
⺼
二
十
二

日
、遷
新
省
。（
略
）
北
二
閒
爲
印
書
作
。
太
平
廣
記
・
樂
府
版
、共
五
千
片
（
略
）

　

焉
。

　

紹
興
十
三
年
十
二
⺼
、
兩
浙
轉
運
司
に
詔
し
て
祕
書
省
を
建
て
さ
す
。

十
四
年
六
⺼
二
十
二
日
、
新
省
舍
に
引
っ
越
し
し
た
。（
略
）
北
の
二
閒
を

印
刷
室
と
し
た
。
太
平
廣
記
と
樂
府
の
版
木
、
全　

で
五
千
片
を（
略
）　　

し
た
。

こ
の
記
述
は
、
南
宋
の
館
閣
制
度
な
ど
を
說
朙
し
た
陳
騤
の

、『
南
宋
館
閣

錄
』（
原
名
、『
中
興
館
閣
錄
』）
に
見
ら
れ
る
記
事
で
、
卷
二
の
「
省
舍
」
篇
に
は
、

祕
書
省
の
新
省
舍
の
閒
取
り
に
つ
い
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
紹
興
十
三
年

（
一
一
四
三
）
に
敕
命
に
よ
り
兩
浙
轉
運
司
が
祕
書
省
を
建
て
直
し
、
翌
年
の
十
四

年
に
、
祕
書
省
は
新
省
舍
に
引
っ
越
し
を
し
て
い
る
。
北
の
二
閒
に
は
印
刷
室
が

置
か
れ
て
い
る
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
㊟
に
據
る
と
（

線

）、『
太
平
廣

記
』
の
版
が
保
管
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
時
、
一
緖
に

め
ら
れ
て
い
た
の

が
、『
樂
府
』
の
版
で
、『
太
平
廣
記
』
と
「
樂
府
」
の
版
木
は
全

で
五
千
枚
あ

っ
た
と
い
う（
（（
（

。

　
『
南
宋
館
閣
錄
』
の
記
事
に
見
え
る
『
樂
府
』
が
ど
う
い
っ
た
書
物
な
の
か
は

不
朙
で
あ
る
が
、
假
に
『
樂
府
詩
集
』
百
卷
だ
と
し
て
、
現
存
す
る
版
本
を
基

に
數
え
て
み
る
と
、
必
要
な
版
木
は
一
一
二
八
枚（

（（
（

で
、『
廣
記
』
の
場
合
だ
と
、

三
七
四
七
枚
の
版
木
が
必
要
と
な
り（
（（
（

、
全

で
四
八
七
五
枚
と
な
る
こ
と
か
ら
、

記
さ
れ
て
い
る
版
木
の
數
に
ほ
ぼ
近
い
。
事
實
、『
樂
府
詩
集
』
の
諸
本
の
一
つ

に
、
紹
興

本
（
殘
本
）
が
存
在
す
る（
（（
（

。
だ
と
す
る
と
、
必
要
と
な
る
版
木
の

枚
數
と
『
南
宋
館
閣
錄
』
に
記
錄
さ
れ
て
い
る
板
木
數
が
お
よ
そ
一
致
し
、『
樂

府
詩
集
』
の
刊
本
に
紹
興

本
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
紹
興
十
四
年
の
時
點



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

七
三

分
は
、『
廣
記
』
諸
本
の
①
孫
潛
校
本
、
②
陳
鱣
手
校
本
、
③
沈
與
文
野
竹
齋

抄
本
（
朙
抄
本
）
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

①
孫
潛
校
本
…
孫
潛
（
一
六
一
八―

？
）
が
宋
抄
本
を
も
と
に
談
愷

本
を
校

訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
孫
潛
が
用
い
た
と
い
う
宋
抄
本
の
來
歷
に
つ
い
て
、
嚴

一

氏
の
硏
究
に
據
る
と
、「
已
上
二
卷
係
世
學
樓
抄
入
（
以
上
の
二
卷
は
世
學
樓

の
抄
本
に
よ
っ
て
書
き
入
れ
た
も
の
だ
）」
と
い
う
孫
潛
の
書
き
込
み
が
『
廣
記
』
卷

三
百
八
十
八
の
末

に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
朙
代
の

書
家
・
鈕
緯
の
書
庫
で

あ
る
世
學
樓
の

書
の
抄
本
で
あ
る
と
し
て
い
る（
（（
（

。
張
國
風
氏
は
、
こ
れ
ら
の
宋

抄
本
や
殘
宋

本
で
は
、
南
宋
初
代
皇
帝
で
あ
る
高
宗
（
一
一
二
七―

一
一
六
二
）

の
諱
で
あ
る
「
構
」
の
字
を
避
け
て
、「

名
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
南
宋

高
宗
朞
の
抄
本
で
あ
る
と
指

さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

②
陳
鱣
手
校
本
…
陳
鱣
（
一
七
五
三―

一
八
一
七
）
が
殘
宋

本
に
據
っ
て
許
自

昌

本
を
校
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
陳
鱣
が
用
い
た
と
い
う
宋

本
は
、
陳
鱣
が

偶
然
に
見
つ
け
た
も
の
で
、
發
見
に
至
っ
た
經
緯
や
そ
の
出
自
な
ど
詳
細
は
分
か

ら
な
い
。
た
だ
、
陳
鱣
手
校
本
で
も
①
孫
潛
校
本
と
同

に
、
高
宗
皇
帝
の
諱
を

避
け
て
「

名
」
と
し
て
い
る
例
が
見
ら
れ
る
た
め
、
高
宗
朞
の
飜

本
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

③
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
…
沈
與
文
（
一
四
七
二―

？
）
が
所

し
て
い
た
抄
本

で
あ
る
。
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
の
底
本
に
つ
い
て
は
、
張
國
風
氏
に
據
る
と
、
談

愷

本
が
刊
行
さ
れ
た
朙
・
嘉
靖
四
十
五
年
（
一
五
六
六
）
の
時
に
は
、
沈
與
文

は
九
十
五
歲
と
い
う
高
齡
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄

本
の
底
本
は
、
談
愷

本
で
は
な
い
と
指

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
沈
與
文
野

竹
齋
抄
本
と
①
の
孫
潛
校
本
で
は
、
文
字
の

同
に
大
き
な
隔
た
り
は
な
く
、
か

つ
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
と
談
愷

本
を
比
べ
て
み
る
と
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本

と
談
愷

本
で

な
る
箇
所
は
、
①
の
孫
潛
校
本
と
談
愷

本
で

な
る
箇
所
に

紹
興
二
十
九
年
（
一
一
五
九
）
閏
六
⺼
に
行
わ
れ
た
曝
書
會（
（（
（

に
お
い
て
、
參
加
者

ら
に
書
籍
『
太
平
廣
記
』
と
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
各
一

が
分
賜
さ
れ
、

書

「
祕
閣
」・「
石
渠
」
の
碑
拓
も
下
賜
さ
れ
た
と
い
う
。

　
『
廣
記
』
の
版
木
が
新
省
舍
の
印
刷
室
に

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は（

（（
（

、
近
い
將

來
、
印
刷
す
る
予
定
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
紹
興
二
十
九
年
に

行
わ
れ
た
曝
書
會
に
お
い
て
、『
春
秋
左
氏
傳
』
と
と
も
に
『
廣
記
』
が
分
賜
さ

れ
た
と
い
う
記
錄
か
ら
も
裏
附
け
ら
れ
る
。『
春
秋
左
氏
傳
』
は
、
こ
の
曝
書
會

よ
り
歬
に
祕
書
省
で
す
で
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。
紹
興
十
三
年
（
一
一
四
三
）
に

『

書
左
氏
春
秋
』
が
『

書
史
記
列
傳
』
と
と
も
に
出
さ
れ
て
、
祕
書
省
で
館

に
宣
示
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。
そ
の
三
年
後
の
紹
興
十
六
年
（
一
一
四
六
）
に
も
、『

書
春
秋
左
氏
傳
』
が
ま
た
出
さ
れ
、
祕
書
省
で
館

に
示
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
こ
の
よ

う
に
、『
春
秋
左
氏
傳
』
が
何
度
も
展
覽
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い
か
に
人
氣

を
得
て
い
た
か
が
分
か
る
。

　

曝
書
會
で
は
、

覽
の
場
に
最
も
ふ
さ
わ
し
い
物
が
展
示
・
下
賜
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
だ
ろ
う
。
紹
興
二
十
九
年
の
曝
書
會
に
お
い
て
、『
春

秋
左
氏
傳
』
と
と
も
に
『
廣
記
』
が
分
賜
さ
れ
た
こ
と
は
、『
廣
記
』
が

持
さ

れ
て
い
た
狀
況
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。
し
か
も
、
こ
の
時
に
行
わ
れ
た
曝
書
會

は
、
通
常
歲
費
の
三

以
上
に
當
た
る
一
千
貫
を

出
す
る
大
規

な
も
の
で
あ

っ
た
と
い
う
か
ら（
（（
（

、
參
加
者
は
相
當
數
に
上
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
參
加
者
の

み
な
ら
ず
參
加
し
な
か
っ
た
者
ら
に
も
、『
春
秋
左
氏
傳
』
と
と
も
に
『
廣
記
』

が
分
賜
さ
れ
た
と
す
る
と
、『
春
秋
左
氏
傳
』
な
ら
び
に
『
廣
記
』
は
、
相
當

數
の
用
意
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
紹
興
二
十
九
年
閏
六
⺼
ま
で
に
、

『
廣
記
』
は
す
で
に
印
刷
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い
と
言
え
る
だ
ろ

う（
（（
（

。

　

現
在
で
は
『
廣
記
』
宋
本
を
目
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
內
容
の
一
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以
上
の
狀
況
を
總
じ
て
見
る
と
、
南
宋
朞
に
お
い
て
、『
廣
記
』
に
取
材
し
た

地
方
志
が
印
刷
さ
れ
た
地
域
と
、『
廣
記
』
を
受
容
、
と
り
わ
け
『
廣
記
』
を
讀

み
物
と
し
て
受
け
入
れ
た
文
人
の
書
物
が
印
刷
さ
れ
た
地
域
は
相
互
に
符
合
す

る
。
し
か
も
、
そ
の
分
布
は
、
ほ
か
の
地
域
よ
り
も
兩
浙
地
域
で
優
位
で
あ
っ

た
。
南
宋
朞
に
お
け
る
印
刷
事
業
を
行
っ
て
い
た
主
要
地
域
は
、
兩
浙
地
域
を
は

じ
め
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
中
で
も
成
都
府
路
（
成
都
府
や
眉
山
）
と
福
建
路

（
建
陽
）
の
地
域
は
、
印
刷
事
業
を
擔
う
、
特
に
重
要
な
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
だ

が
、『
廣
記
』
に
取
材
し
た
書
が
印
刷
さ
れ
た
地
域
に
限
っ
て
見
た
場
合
、
印
刷

事
業
の
要
所
で
あ
る
成
都
府
路
お
よ
び
福
建
路
に
そ
の
形
跡
は
窺
え
な
い
。

　
『
廣
記
』
受
容
が
兩
浙
地
域
に
お
い
て
顯

に
認
め
ら
れ
る
要
因
に
、
兩
浙
轉

運
司
の
關
與
が
考
え
ら
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
兩
浙
轉
運
司
は
、
紹
興
二
十
九
年

に
祕
書
省
で
行
わ
れ
た
曝
書
會
の
費
用
を
負
擔
し
、
碑
石
建
立
に
か
か
る
費
用
も

拂
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
こ
の
曝
書
會
で
は
、
參
加
し
た
群
臣
ら
に
『
春

秋
左
氏
傳
』
と
『
廣
記
』
を
分
賜
す
る
た
め
に
、
相
當

數
を
印
刷
し
て
い
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
高
宗
皇
帝
の
時
朞
に
印
刷
さ

れ
た
書
物
の
中
に
、
轉
運
司
が
關
わ
っ
た
も
の
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
轉
運

司
が
財
政
面
だ
け
で
な
く
、
印
刷
・
刊
行
事
業
に
も
貢
獻
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
お
そ
ら
く
、『
廣
記
』
刊

に
お
い
て
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、『
廣
記
』
刊

の
手
が
か
り
と
な
る
記
述
は
、
太
平

興
國
六
年
正
⺼
に
版

・
頒
布
さ
れ
て
以
降
、『
南
宋
館
閣
錄
』
の
記
事
の
他
に

見
い
だ
せ
ず
、
こ
れ
ら
の
二
つ
の
記
事
だ
け
で
は
、
兩
浙
轉
運
司
が
『
廣
記
』
刊

に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
役
割
を
擔
っ
て
い
た
か
の
詳
細
は
些
か
不
朙
で
あ
る
も

の
の
、
兩
浙
轉
運
司
は
こ
の
曝
書
會
の
折
に
『
廣
記
』
を
入
手
し
て
い
る
可
能
性

が
高
く
、
管
鎋
地
域
の

書
の
一
つ
に
『
廣
記
』
が
加
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
兩
浙
轉
運
司
が
掌
管
す
る
地
域
で
は
、『
廣
記
』

一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
の
底
本
は
、
宋
本
（
あ
る
い
は

元
本
）
に
據
っ
て
い
る
と
考
證
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

　

ち
な
み
に
、
朙
の
談
愷
（
一
五
〇
三―

一
五
六
八
）
が
入
手
し
た
と
い
う
『
廣

記
』
抄
本
に
つ
い
て
も
、
談
愷
自
身
は
、「
近
得
太
平
廣
記

之
、
傳
寫
已
久
。

（
近
ご
ろ
太
平
廣
記
を
手
に
い
れ
た
の
で
見
て
み
る
と
、〔
こ
の
抄
本
は
〕
書
き
寫
さ
れ
て

か
ら
隨
分
と
經
っ
て
い
る
）」
と
述
べ
る
に
過
ぎ
ず
（
談
愷
「
太
平
廣
記
表
」）、
談
愷

が
入
手
し
た
と
い
う
抄
本
の
入
手
經
路
や
出
自
も
不
朙
で
あ
る
。

　

①
か
ら
③
で
、
校
訂
に
用
い
ら
れ
た
と
さ
れ
る
宋
抄
本
や
宋

本
の
出
自
の
詳

細
は
不
朙
で
あ
る
も
の
の
、
彼
ら
が
宋

本
や
宋
抄
本
を
入
手
し
た
と
い
う
事
實

か
ら
考
え
れ
ば
、
宋
抄
本
や
宋

本
が
朙
淸
時
代
ま
で
滯
る
こ
と
な
く
傳
え
ら
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
れ
は
、『
廣
記
』
記
事
の
一

分
や

語
句
の
引
用
採
取
と
い
う
形
で
は
な
く
、
端
本
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
校
訂
の
使

用
に
堪
え
得
る
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
卷
數
の
狀
態
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
宋

本
や
宋
抄
本
が
高
宗
時
朞
の
傳
本
で
あ
り
、
紹
興

二
十
九
年
に
行
わ
れ
た
曝
書
會
の
時
點
で
『
廣
記
』
が
す
で
に
印
刷
さ
れ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
孫
潛
や
陳
鱣
が
底
本
に
用
い
た
と
い
う
高
宗
時
朞
の

抄
本
お
よ
び
飜

本
は
、
紹
興
二
十
九
年
に
行
わ
れ
た
曝
書
會
で
分
賜
さ
れ
た

『
廣
記
』、
あ
る
い
は
そ
の
系

に
由
來
す
る
も
の
だ
と
想
定
し
得
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
紹
興
二
十
九
年
に
行
わ
れ
た
曝
書
會
を
契
機
に
し
て
、

『
廣
記
』
の
受
容
狀
況
は
、
次
第
に
擴
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
果
た
し
て
、

曝
書
會
以
降
で
受
容
狀
況
に
變
化
が
見
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、『
廣

記
』
に
取
材
し
た
南
宋
朞
の
書
物
を
ま
と
め
た
本
論
文
末
尾
の
別
表
を
確
認
し
て

み
る
と
、
事
實
、『
廣
記
』
に
言
及
し
た
書
物
は
、
紹
興
二
十
九
年
に
開
か
れ
た

曝
書
會
以
降
で
增
加
し
て
い
る
と
い
う
實
態
が
見
て
と
れ
る
の
で
あ
る
。



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

七
五

況
は
、
北
宋
末
朞
に
お
い
て
確
認
し
得
る
だ
け
で
な
く
、
南
宋
朞
、
特
に
、
紹
興

十
二
年
（
一
一
四
二
）
頃
、
洪

の
『
夷
堅
志
』
が
世
に
現
れ
た
當
時
か
ら
、
傳

的
な
槪
念
で
は

る
べ
き
も
の
か
ら
は
ず
さ
れ
て
き
た
內
容
の
記
事
が
容
認
さ

れ
、
士
大
夫
層
に

持
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。
紹
興
十
二

年
頃
と
い
え
ば
、
祕
書
省
が
新
省
舍
に
引
っ
越
し
を
し
た
（
紹
興
十
四
年
）
時
朞

に
當
た
る
。
そ
の
新
省
舍
の
印
刷
室
に
は
、『
廣
記
』
の
板
木
が
保
管
さ
れ
て
い

た
。
の
み
な
ら
ず
、
祕
書
省
で
行
わ
れ
た
曝
書
會
で
『
廣
記
』
が
分
賜
さ
れ
た
と

い
う
こ
と
か
ら
も
、
文
人
個
人
を
取
り
卷
く
特
殊
な
環

だ
け
に
見
ら
れ
る
現
象

で
は
な
く
、
中
央
政
府
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
風
潮
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え

る
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
要
因
が
相
補
的
に
作
用
し
て
、『
廣
記
』
の
讀
者
が
增
加
し
、

さ
ら
に
は
、
文
人
同
士
の
人
的
交

が
『
廣
記
』
を
讀
み
物
と
し
て
受
容
す
る
動

き
を
加
速
さ
せ
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

㊟
（
１
）　

李
昉
「
太
平
廣
記
表
」「
太
平
興
國
三
年
八
⺼
十
三
日
。
八
⺼
二
十
五
日
奉
敕

送
史
館
。
六
年
正
⺼
奉
聖
旨
雕
印
板
。」（『
太
平
廣
記
』
汪
紹
楹
點
校
本
、
中

書
局
、
二
〇
〇
三
、『
太
平
廣
記
會
校
』
張
國
風
會
校
本
、
北
京
燕
山
出
版
社
、

二
〇
一
一
）。

（
２
）　
『
廣
記
』
は
廣
が
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
（『
太
平
廣
記
』
汪
紹
楹
點
校

本
、
點
校
說
朙
「
後
來
因
爲
㊒
人
說
這

書
竝
非
後
學
者
所
急
需
、
就
把
板
子

了

起
來
、
所
以

傳
不
廣
。」
中

書
局
、
二
〇
〇
三
）、
こ
の
問
題
を
取
り
あ
げ
て
、

『
廣
記
』
に
言
及
し
て
い
る
書
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
を
張
國
風
氏
を
は
じ
め
と
す
る
、

以
下
に
擧
げ
た
硏
究
で
も
報
吿
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
い
ず
れ
の
論
考
も
『
廣
記
』

の
板
木
が
囘

・
保
管
さ
れ
た
の
は
、
太
平
興
國
六
年
に
『
廣
記
』
が
版

さ
れ
た

に
取
材
す
る
條
件
が
他
の
地
域
に
く
ら
べ
㊒
利
に
働
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
擴
大
範
圍
を
見
て
み
る
と
、
中
央
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
地
方
に

ま
で
『
廣
記
』
の
受
容
が
擴
が
っ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
の
、
地
方
へ
の
擴
が
り

は
、
兩
浙
地
域
一
帶
の
ほ
か
に
は
見
い
だ
せ
な
か
っ
た
。
こ
の
原
因
は
、
む
し

ろ
、
曝
書
會
で
分
賜
さ
れ
た
『
廣
記
』
の
數
に
由
來
す
る
と
思
わ
れ
る
。
曝
書
會

で
『
廣
記
』
が
ど
の
く
ら
い
分
賜
さ
れ
た
の
か
は
、
參
加
者
の
人
數
が
定
か
で
な

い
の
で
分
か
ら
な
い
が
、
曝
書
會
に
參
加
し
て
い
る
の
は
、
宰
相
以
下
の
士
大
夫

ら
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
曝
書
會
で
用
意
さ
れ
た
『
廣
記
』
の
數
は
、
限
ら
れ

た
士
大
夫
層
で
擴
が
る
に
は
十
分
だ
が
、
各
地
域
に
普
及
す
る
に
は
十
分
と
は
言

え
な
い

數
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
南
宋
朞
に
お
け
る
『
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て
檢
證
し

て
き
た
。
そ
の
結
果
、『
廣
記
』
受
容
擴
大
の
背
景
に
は
、
次
の
二
つ
の
要
因
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。

　

紹
興
二
十
九
年
に
催
さ
れ
た
曝
書
會
で
分
賜
さ
れ
た
『
廣
記
』、
あ
る
い
は
そ

の
系

に
屬
す
る
も
の
が
、
兩
浙
轉
運
司
に
よ
っ
て
兩
浙
地
域
に
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
地
域
で
は
『
廣
記
』
を
享
受
す
る
條
件
が
他
地
域
よ
り
も
整

い
、
な
お
か
つ
、
兩
浙
地
域
が
印
刷
事
業
を
行
っ
て
い
た
主
要
地
域
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
と
い
う
要
素
も
加
わ
り
、
兩
浙
地
域
一
帶
で
『
廣
記
』
受
容
の
擴
大
が
促

さ
れ
た
、
と
結
論
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
南
宋
朞
に
お
い
て
、『
廣
記
』
が
兩
浙

各
地
に
廣
が
っ
て
い
く
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
の
要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
歬
稿
で
も
論
じ
た
通
り
、
南
宋

朞
に
お
い
て
、『
廣
記
』
が
讀
み
物
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
狀
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（
８
）　
『
夷
堅
志
』
何
卓
點
校
本
（
中

書
局
、
二
〇
〇
六
）。

（
９
）　

凌
郁
之
『
洪

年
譜
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。

（
10
）　

歬
揭
㊟
（
９
）
に
同
じ
。

（
11
）　

周
必
大
「
宋
宰
相
贈
太
師
魏
國
洪
文
惠
公
神
衟
碑
銘
」（『
盤
洲
文
集
』
附
錄
、
上

海
書
店
、
一
九
八
九
）、
陳
振
孫
『
直
齋
書
錄
解
題
』
卷
十
八
、
别
集
類
下
（
上
海

古
籍
出
版
社
、
一
九
八
七
）。
ま
た
、『
宋
人
別
集
敍
錄
』
に
も
同

の
記
載
が
見
ら

れ
る
（
中

書
局
、
一
九
九
九
）。

（
12
）　
「
此
本
爲
毛
氏
古
閣
所

、
猶
從
宋

影
寫
。」（『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
卷

一
六
〇
『
盤
洲
文
集
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
三
）。

（
13
）　

傅
增
湘
『

園
群
書
經
眼
錄
』（
中

書
局
、
一
九
八
三
）。
ま
た
、『
現
存
宋
人

別
集
版
本
目
錄
』
に
も
宋
蜀
中

本
と
し
て
八
十
卷
本
が

錄
さ
れ
て
い
る
（
四
川

大
學
古
籍
所
編
、
巴
蜀
書
社
出
版
、
一
九
九
〇
）。

（
14
）　
「
知
紹
興
府
・
安
撫
浙
東
時
、
朙
年
（
乾
衟
三
年
）
正
⺼
序
而

之
」（『
隸
釋
』

提
要
、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
五
）。

（
15
）　
「
以
爲
十
卷
、

諸
新
安
郡
。」（『
盤
洲
文
集
』
卷
六
三
「
跋
先
忠
宣
公
鄱
陽
集
」、

上
海
書
店
、
一
九
八
九
）。

（
16
）　

外
山
軍
治
「
洪
皓
と
松

紀
聞
」（「
愛
泉
女
子
短
朞
大
學
紀
要
」
第
十
二
・
十
三

号
、
一
九
七
八
）、「
先
忠
宣
松

記マ
マ

聞
、
伯
兄
鏤
板
歙
・
越
。
遵
來
守
建
業

之
」（『
松

紀
聞
』
卷
二
、三
瑞
堂
、
一
八
七
〇
）。

（
17
）　

朱
迎
平
『
宋
代

書
產
業
與
文
學
』
第
八

・
第
四
節
「
周
必
大
與

書
」（
上

海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）
を
參
照
。

（
18
）　

徐
松
『
宋
會
要
輯
稿
』
崇
儒
四
之
三
「（
景
德
）
四
年
八
⺼
、
詔
三
館
祕
閣
直
館

校
理
分
校
『
文

』・
李
善
『
文
選
』

印
頒
行
。（
略
）
未
幾
、

城
火
、
二

書
皆
燼
」（
中

書
局
、
二
〇
〇
六
）。

（
19
）　

周
必
大
「
文

序
」（『
文

』、
中

書
局
、
一
九
六
六
）。

（
20
）　

凌
朝
棟
「『
文

』
硏
究
」
第
三

、
第
二
節
「
版
本
源

考
」（
上
海
古
籍

す
ぐ
あ
と
だ
と
し
て
い
る
。

①
姜
光
斗
「『
太
平
廣
記
』
在
北
宋

傳
的
兩
則
記
載
」（「
文
獻
季
刊
」
第
三
朞
、

二
〇
〇
三
）。

②
張
國
風
『
太
平
廣
記
版
本
考
述
』
第
一

・
第
三
節
『
太
平
廣
記
』
在
北
宋
的

傳
（
中

書
局
、
二
〇
〇
四
）。

③
凌
郁
之
「『
太
平
廣
記
』
的
編

・
傳
播
及
小
說

念
」（「

州
科

學
院
學
報

（
社
會
科
學
版
）
第
二
十
二
卷
第
三
朞
、
二
〇
〇
五
）。

④
牛
景
麗
『
太
平
廣
記
的
傳
播
與
影
响
』（
南
開
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
八
）。

⑤
成
朙
朙
「
兩
宋
『
太
平
廣
記
』

傳
與

受
補
證
」（「
文
學
遺
產
」
第
二
朞
、

二
〇
〇
九
）。

（
３
）　

西
尾
和
子
「
北
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
の
受
容
形
態―

『
玉
海
』
太
平
廣

記
條
に
見
る
王
應
麟
自
㊟
の
檢
證
を
中
心
に―

」（『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
号
、

二
〇
一
二
、
十
一
⺼
）。

（
４
）　
『
和
漢
語
文
硏
究
』
第
十
一
号
（
二
〇
一
三
、
十
一
⺼
）。
な
お
、
本
文
に
お
い
て

「
歬
稿
」
と
い
う
と
き
は
、
特
に
斷
り
の
な
い
場
合
は
、
こ
れ
を
指
す
。

（
５
）　

靑
山
定
雄
『
唐
宋
時
代
の
交
通
と
地
誌
地
圖
の
硏
究
』
第
二
篇
・
第
三
・
五

「
宋
代
の
地
方
誌
」（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
九
）
を
參
照
。
歬
村
佳
幸
「
宋
代
地

方
志
に
お
け
る
〈
テ
ク
ス
ト
〉
性
」（「

合
テ
ク
ス
ト
科
學
硏
究
」
一
（
二
）、

二
〇
〇
三
）。
松
尾
幸
忠
「
南
宋
の
地
方
志
に
見
ら
れ
る
詩
跡
的

點
に
つ
い
て
」

（「
中
國
文
學
硏
究
」
第
三
十
二
朞
、
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
、
二
〇
〇
六
）。

（
６
）　

張
秀
民
『
中
國
印
刷
史
』
第
一

「
雕
版
印
刷
術
的
發
朙
與
發
展
」
南
宋

書
地

域
表
に
基
づ
き
作
成
し
た
（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
六
）。

（
７
）　

山
根
幸
夫
氏
は
「
宋
代
の
地
方
志
で
現
存
す
る
も
の
は
、
わ
ず
か
三
十

あ
ま
り

に
す
ぎ
な
い
。
し
か
も
、
そ
の
七
割
以
上
が
兩
浙
路
の
地
方
志
で
あ
る
」
と
指

さ
れ
て
い
る
（
山
根
幸
夫
「
中
国
の
地
方
志
に
つ
い
て
」、「
歷
史
學
硏
究
」
六
四
一

号
、
歷
史
學
硏
究
會
編
集
、
一
九
九
三
）。



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

七
七

る
。
來
新
夏
等
『
中
国
古
代
圖
書
事
業
史
』
第
四

・
第
二
節
・
一
、
圖
書
事
業
機

構
的
重
建
（
上
海
人
民
出
版
社
、
一
九
九
〇
）
お
よ
び
、
歬
揭
㊟
（
２
）―

④
第
二

・
第
一
節
・
二
、
南
宋
高
宗
時
『
太
平
廣
記
』
刊

新
證
を
參
照
。

（
33
）　

陳
騤
『
南
宋
館
閣
錄
』（
中

書
局
、
一
九
九
八
年
）。
こ
の
記
述
に
つ
い
て
、
牛

景
麗
氏
は
二
通
り
の
解
釋
を
示
し
て
い
る
（
歬
揭
㊟
（
２
）―

④
第
二

・
第
一
節
・

二
）。
一
つ
は
、
書
名
が
『
太
平
廣
記
』
で
、
版
本
名
が
樂
府
版
で
あ
る
と
す
る
、

『
太
平
廣
記
』
の
樂
府
版
と
い
う
讀
み
か
た
と
、
も
う
一
つ
は
、
書
名
が
『
太
平
廣

記
樂
府
』
で
あ
る
と
す
る
讀
み
を
提
示
し
、
こ
こ
は
歬
者
に
示
し
た
『
太
平
廣
記
』

の
樂
府
版
と
解
釋
す
る
の
が
理
に
か
な
う
と

斷
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
牛
景
麗

氏
の
解
釋
に
は
從
い
が
た
く
、
本
稿
で
は
、「
太
平
廣
記
」
お
よ
び
「
樂
府
」
は
書

名
だ
と
理
解
す
る
。

（
34
）　

宋
本
『
樂
府
詩
集
』
影
印
本
の
體
裁
は
、
每
半

十
三
行
、
行
二
十
三
字
と
な
っ

て
い
る
（
中
津
濱
涉
『
樂
府
詩
集
の
硏
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
七
七
年
）。

（
35
）　
『
廣
記
』
四
庫
全
書
影
印
本
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
五
）
は
、
每
半

八

行
、
行
二
十
一
字
の
體
裁
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
版
木
數
に
換
算
す
る
と
五
六
六
六

枚
に
な
る
。
假
に
宋
本
『
廣
記
』
の
體
裁
が
、
宋
本
に
據
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
沈
與

文
野
竹
齋
抄
本
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
（
歬
揭
㊟
（
２
）―

②
、
第
二

・
第

二
節
・
二
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
〔
Ｙ
本
〕
參
照
）、
そ
の
體
裁
は
、
每
半

十
二

行
、
行
二
十
二
字
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
廣
記
』
宋
本
に
必
要
な
版
木
は
、
お
よ
そ

三
六
〇
六
枚
と
な
る
。
こ
れ
に
、
太
平
廣
記
表
が
二
枚
、
太
平
廣
記
引
用
書
目
錄
が

五
枚
、
そ
し
て
目
錄
十
卷
が
お
よ
そ
一
三
四
枚
が
加
わ
る
計
算
に
な
り
、
合
計
で

三
七
四
七
枚
の
版
木
が
必
要
と
見
ら
れ
る
。

（
36
）　

王
文
進
の
『
文
祿
堂
訪
書
記
』
に
は
、
宋
紹
興

本
と
記
さ
れ
て
い
る
（
上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
七
）。

（
37
）　

こ
の
記
述
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
牛
景
麗
氏
と
成
朙
朙
氏
が
指

さ
れ
て

い
る
。
歬
揭
㊟
（
２
）―

④
、
第
二

・
第
一
節
・
二
、
南
宋
高
宗
時
『
太
平
廣

出
版
社
、
二
〇
〇
五
）。

（
21
）　

歬
揭
㊟
（
13
）『

園
群
書
經
眼
錄
』
お
よ
び
、
歬
揭
㊟
（
17
）、
第
五

・
第
二

節
、
一
「
家

本
」
を
參
照
。

（
22
）　

歬
揭
㊟
（
17
）、
第
八

・
第
六
節
「
陸
游
父
子
與

書
」
を
參
照
。

（
23
）　

歬
揭
㊟
（
22
）
に
同
じ
。

（
24
）　

歬
揭
㊟
（
17
）、
第
三

・
第
二
節
「

書
地
域
的
擴
展
」
を
參
照
。

（
25
）　
『

首
唐
人
絕
句
』（
文
學
古
籍
刊
行
社
、
一
九
五
五
）。
當
時
の
出
版
事
情
や
官

の
狀
況
に
つ
い
て
は
、
井
上
進
『
中
國
出
版
文
化
史
』（
名
古
屋
大
學
出
版
會
、

二
〇
〇
二
）
が
詳
し
い
。
本
稿
で
も
こ
れ
を
參
照
し
た
。

（
26
）　

歬
揭
㊟
（
５
）、
第
一
篇
・
第
八
・
二
「
五
代
・
宋
の
轉
運
使
」
を
參
照
。

（
27
）　

尾
崎
康
「
南
宋
兩
淮
江
東
轉
運
司
刊
三
史
に
つ
い
て
」（「
史
學
」
第
四
十
六
卷
・

第
三
号
、
三
田
史
學
會
、
一
九
七
五
）。

（
28
）　

李
燾
『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』
卷
二
十
「（
四
年
八
⺼
）
是
⺼
詔
作
太
淸
樓
」
お
よ

び
、
同
卷
六
十
五
「
太
淸
樓

太
宗

製
及
墨
跡
石
本
九
百
三
十
四
卷
・
軸
、
四

群
書
三

三
千
七
百
二
十
五
卷
」（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
）。

（
29
）　

馬
端
臨
『
文
獻
通
考
』
卷
一
百
七
十
四
、
經
籍
考
一
「（
大
中
祥
符
）
八
年
、
館

閣
火
移
、
寓
右
掖
門
外
、
謂
之
崇
文
外
院
。
借
太
淸
樓
本
補
寫
」（『
文
獻
通
考
・
經

籍
考
』
上
、

東
師
範
大
學
出
版
社
、
一
九
八
五
）。

（
30
）　

例
え
ば
、
李
燾
『
續
㊮
治
通
鑑
長
編
』
卷
百
五
十
七
「（
慶
曆
五
年
）
辛
卯
、
以

重
陽
曲
宴
近
臣
・
宗
室
于
太
淸
樓
、
遂
射

中
。」
や
、
同
卷
一
百
九
十
三
「（
嘉
祐

六
年
）
戊
申
、
幸
後

賞

釣
魚
、
遂
宴
太
淸
樓
。
出

製
詩
一

、
命
從
臣
屬
和

以
進
。」
な
ど
の
記
述
が
見
ら
れ
る
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
）。

（
31
）　
『
宋
史
』
卷
二
十
三
「（
靖
康
二
年
）
夏
四
⺼
庚
申

、（
略
）
太
淸
樓
祕
閣
三
館

書
・
天
下
州
府
圖
、
及
官
吏
・
內
人
・
內
侍
・

・
工
匠
・
娼
優
、
府
庫
畜
積
、

爲
之
一
空
。」（
中

書
局
、
一
九
九
八
）。

（
32
）　

こ
の
記
事
の
存
在
に
つ
い
て
、
來
新
夏
氏
お
よ
び
牛
景
麗
氏
が
言
及
さ
れ
て
い



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
六
集

七
八

に
つ
い
て
」
が
あ
る
（「
東
京
大
學
中
國
語
中
國
文
學
硏
究
室
紀
要
」
第
四
号
、
東

京
大
學
文
學

中
國
語
中
國
文
學
硏
究
室
、
二
〇
〇
一
）。

（
45
）　

歬
揭
㊟
（
２
）―

②
、
第
二

・
第
二
節
・
一
、
孫
潛
校
宋
本
（
Ｓ
本
）
參
照
。

（
46
）　

歬
揭
㊟
（
２
）―

②
、
第
二

・
第
二
節
・
三
、
陳
鱣
校
宋
本
（
Ｃ
本
）
參
照
。

（
47
）　

歬
揭
㊟
（
２
）―

②
、
第
二

・
第
二
節
・
二
、
沈
與
文
野
竹
齋
抄
本
（
Ｙ
本
）

　
　

參
照
。

記
』
刊

新
證
を
參
照
。
歬
揭
㊟
（
２
）―

⑤
、
二
、『
太
平
廣
記
』
在
南
宋
的

傳
與

受
を
參
照
。

（
38
）　

曝
書
會
に
つ
い
て
は
、
塚
本
麿

「
宋
代
皇
帝

書
の
機
能
と
社
會―

孝
宗
「
太

白
名
山
碑
」（
東
福
寺

）
を
め
ぐ
っ
て
」（「
美
術
史
論
集
」
七
、
神
戶
大
學
美
術

史
硏
究
會
、
二
〇
〇
七
）
が
詳
し
い
。
こ
れ
に
據
る
と
、
曝
書
會
と
は
、
三
館
祕
閣

六
閣
を
中
心
に

集
さ
れ
た
文
物
を
皇
帝
が
群
臣
と
と
も
に

じ
た

書
會
よ
り
祝

祭
的
な
活
動
で
、
國
家
の
威
信
を
か
け
た
大
規

な
活
動
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。

（
39
）　

祕
書
省
の
新
省
舍
に
作
ら
れ
た
書
庫
に
は
、
經
史
子
集
四
庫
・
續
搜
訪
經
史
子
集

四
庫
・
祕
閣
上
下
庫
・

製

札
名
賢
墨
蹟
圖
畵
庫
・
古
器
庫
・
印
板
書
庫
・
印
板

庫
・
碑
石
庫
が
あ
る
（
歬
揭
㊟
（
33
）、『
南
宋
館
閣
錄
』
卷
十
、

掌
）。『
廣
記
』

の
板
木
は
、
印
板
庫
（
板
木
保
管
庫
）
に
は

め
ら
れ
ず
に
、「
北
二
閒
爲
印
書
作

（
北
の
二
閒
を
印
刷
室
と
し
た
）」
に

め
ら
れ
て
い
る
。

（
40
）　

徐
松
『
宋
會
要
輯
稿
』
崇
儒
六
之
一
八
「（
紹
興
十
三
年
）
二
⺼
內
、
出

書
左

氏
春
秋
及
史
記
列
傳
、
於
祕
書
省
宣
示
館

」（
中

書
局
、
二
〇
〇
六
）。

（
41
）　

歬
揭
㊟
（
40
）、
崇
儒
六
之
一
八
「
十
六
年
六
⺼
、

出

書
春
秋
左
傳
。
皆
就

本
省
宣
示
館

」。

（
42
）　

歬
揭
㊟
（
38
）
に
同
じ
。

（
43
）　

井
上
進
氏
に
よ
る
と
、「
宋
代
の
書
籍
一
般
に
つ
き
量
的
に
言
う
な
ら
ば
、
鈔
本

は
印
本
に
壓
倒
さ
れ
て
し
ま
う
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
書
籍
の
主

で
あ
り
さ
え
し

た
」
と
指

さ
れ
て
い
る
。（
歬
揭
㊟
（
25
）、
井
上
進
『
中
國
出
版
文
化
史
』
第
十

、

書
法
參
照
。）
た
だ
、『
廣
記
』
の
場
合
は
、
本
論
で
後
述
す
る
よ
う
に
曝
書

會
で
分
賜
さ
れ
た
刊
本
が
契
機
と
な
っ
て
受
容
擴
大
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
、
曝
書
會
で
配
布
さ
れ
た
後
、
ど
の
よ
う
に
廣
ま
っ
て
い

っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
た
い
。

（
44
）　

嚴
一

『
太
平
廣
記
（
附
校
勘
記
）』（

文
印
書
館
、
一
九
七
〇
）。
ま
た
、
孫

潛
校
本
に
つ
い
て
の
論
考
に
、
佐
野
誠
子
「
臺
灣
大
學

孫
潛
校
本
『
太
平
廣
記
』



南
宋
朞
に
お
け
る
『
太
平
廣
記
』
受
容
の
擴
大
要
因
に
つ
い
て

七
九


